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おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑧⑧⑧⑧        ～～～～    線香線香線香線香はははは立てたら立てたら立てたら立てたらええのええのええのええの？？？？    寝かせたら寝かせたら寝かせたら寝かせたらええの？ええの？ええの？ええの？    ～～～～    

 お内仏（仏壇）にお参りする時には、線香をたき（熱香

ね ん こ う

といいま 

す）「正信偈

し ょ う し ん げ

」などのお勤

つ と

めをします。その際、線香は立てておら 

れるでしょうか？、あるいは横に寝かせておられるでしょうか？ 

 真宗大谷派の作法としては、左の写真のように線香は横に寝かせ 

ます。他宗では、線香は立てることが一般的のようですが、浄土真 

宗では、線香を立てる必要はありません。写真のような香炉（土

ど

香

ご う

 

炉

ろ

といいます）に、線香を香炉に入る長さに適当に折ってから火を

つけて、ご本尊に向かって左側に火のついた方を向けて、必ず横に寝かせて置きます。【上から見

ると右下の写真のようになります】 

 この時、線香は何本に折ったらよいのかという質問もいただく 

ことがありますが、本数に定めがある訳ではなく、香炉に入る長 

さに線香を折った時に、それが何本になっていても構いません。 

 もともと熱香

ね ん こ う

は、抹香

ま っ こ う

（粉末のお香）に附茸

つ け た け

（今でいうマッチ 

の役割をしたもの）で火をつけていました。それが、今では線香 

がそれらに代わるものとなったので、線香は立てずに寝かせて置 

くのです。 

 線香をたくことで、その場を荘厳し、私が仏様に真向かいになるための空間を整えます。 

(浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 

御伝鈔の拝読 

熊谷先生による法話 

手作りのお膳をいただく 

報恩講のお勤め 


